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ɹɹ�14 日（ۚ）Ұൠ࣭
ɹɹ�1� 日（月）Ұൠ࣭
ɹɹ�18 日（Ր）Ұൠ࣭ɾ૯ׅ࣭ٙ
ɹɹ�20 日（木）予ࢉܾࢉ（૯จڭɾࢱอ݈）ɾ૯จڭɾࢱอ݈ҕһձ
ɹɹ�21 日（ۚ）予ࢉܾࢉ（ࢢຽࡁܦɾݐࢢઃ）ɾࢢຽࡁܦɾݐࢢઃҕһձ
ɹɹ�2� 日（ਫ）予ࢉܾࢉҕһձ
ɹɹ�28 日（ۚ）౼ɾܾ࠾ɾࢄձ�����������������������������ɹɹ������

令和６年ॳ予ࢉҊΛ予ࢉܾࢉҕһձ�֤Պձで৹ࠪ͠·ͨ͠ʂ

１͔月݈ࣇۀࣄɹɹɹɹɹ���14�� ສԁ

児童ൃୡ支援センター設計
委ୗ事業　　　　   946 ສԁ

児童ؗ։放࣮ূ࣮ݧ事業
　　　　　　　　1208 ສԁ

保育࢜置支援事業費補ॿ金
の設　　　　　8486 ສԁ
　　　　　　　　　　　　　΄͔

˔�ࢱอ݈Պձ�˔
৽ن

道路・֗路ҡ࣋管理事業
　　　　　　20 ԯ 6185 ສԁ

ྊ長ण命Խ事業ڮ
　　　　　　　３ԯ 908 ສԁ

ۭきՈ対策事業
　　　　　　　　　 547 ສԁ
　　　　　　　　　　　　΄͔

˔�ݐࢢઃՊձ�˔
�ັྗ͋ΔެԂݐઃۀࣄɹ̐ԯ 8�84 ສԁܧଓ

˔�૯จڭՊձ�˔
ܕΦϯσϚϯυڍձٞһબٞࢢɾࢢ
Ҡಈظ日લථۀࣄɹɹɹɹɹ1�28 ສԁ৽ن

校内ϑϦースクールの拡充
　　　　　　　３ԯ　502 ສԁ

高等学校௨学支援金の設
　　　　　　　̍ԯ 6152 ສԁ

中ԝਤ書ؗϦϊϕーγϣン事業　
　　　　　　　　　　611 ສԁ
　　　　　　　　　　　　　΄͔

ٞҊͳͲ 81 ݅ɺ݅̎ئɺ
ҙݟॻҊ̏݅

ٞ Ҋ ৹ ٞ

Ұ ൠ ࣭  1� ໊のٞһ͕നのٞΛల։

ձ   ද ࣭  ̏ձのදऀ͕ࢪํΛ͏

令和６年ॳ予ࢉҊのओͳۀࣄ

つくば市議会チャンネル
YouTubeで動画を配信しています

νϟϯωϧ
ొ͓͍ئ
͠·す

உੑ育児休業取得ଅਐ事業
　　　　　　　　　3300 ສԁ

࿑ಇ者ڠಉ組߹の運営費補ॿ金
の設　　　　　　   180 ສԁ

高機ফ防指令センター
更৽事業　　   ９ԯ 9169 ສԁ
　　　　　　　　　　　　　΄͔

˔�Պձࡁܦຽࢢ�˔
ྛόϯΫ੍ߏஙۀࣄɹɹɹ�����02 ສԁ৽ن
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ɹɹ������������Լਫಓۀࣄձܭɹ������1�� ԯ �4�� ສԁ
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第 181 号　令和６年（2024 年）５月１日 会派代表質問

　市長の今後のつくば市政に懸ける思いについて
（質問）　令和５年１月１日現在の住民基本台帳に基づく調査において、

人口増加率が全国１位になったことが言及されている。新型コロナウ
イルス感染症の影響もあったかと思うが、つくば市未来構想に示され
る 2048 年約 29 万人の人口の将来展望に向け「選ばれるまち」として
取り組んできたこと、また今後意識して取り組むことを伺う。

（答弁）　人口の将来展望に向け取り組んできたことについては、科学
技術都市つくばの強みを生かした「スーパーサイエンスシティ構想」
の実現に向けたさまざまな取り組みや中心市街地および周辺市街地の
活性化、教育大綱の理念の実現に向けた取り組み、児童生徒の急増に
対応するための学校施設の整備などを着実に進めてきた。今後意識し
て取り組むことについては、引き続き市民との丁寧な対話を積み重ね
ながら、地域やコミュニティにさまざまな「つながり」をつくる拠点
となる「たまり場」や「居場所」を増やすとともに、
人口増加により生まれた中心部の活力を市全域に波及
させるような遠心力を生み出す施策を推進していく。

（意見）　引き続き未来構想に記載された人口ビジョ
ンを意識していただき、各施策の取り組みをお願い
する。

黒
く ろ だ

田　健
けんすけ

祐  議員

つくば自民党・創生クラブ

　選ばれるまちづくりについて

会派の構成議員数が３人以上の会派から、会派を代表して１人が行います。
今定例会では、３会派の代表者が市長の「令和６年度市政運営の所信と主要施策」に対して質問を行いました。

徹底した行政改革１

▶市長・市議会議員選挙オンデマンド型
　移動期日前投票事業
▶生成 AI の利活用推進事業
▶保育所入所事務における電子通知
　システムの導入　　　　　　　　　など

安心の子育て２

▶こども未来センターの設置
▶１か月児健診事業
▶保育士配置支援事業費補助金の創設
▶高等学校通学支援金の創設

など

頼れる福祉３

▶高齢者補聴器購入費補助金の創設
▶若年がん患者生活支援助成金の創設
▶児童発達支援センター設計委託事業
▶つくばこどもの青い羽根学習会の拡充

など

便利なインフラ４

▶地域公共交通政策点検・評価事業
▶シェアサイクルポートの拡充
▶メモリアルホール長寿命化改修事業
▶高機能消防指令センター更新事業

など

活気ある地域５

▶労働者協同組合の運営費補助金の創設
▶地域活性化人材育成事業
▶農業機械等整備支援補助金の創設
▶つくば市民・学校プールの開設

など

誇れるまち６

▶環境基本計画等進捗管理及び改定
▶脱炭素先行地域づくり事業
▶良好な公園環境の維持管理事業
▶筑波ふれあいの里キャンプ場改修事業

など

会 派 代 表 質 問

質問者

代表　黒
く ろ だ

田　健
けんすけ

祐
　　　久

く ぼ や
保谷　孝

た か お
夫　  五

ご と う
頭　泰

やすまさ
誠　  小

こ く ぼ
久保　貴

た か し
史

　　　神
か み や

谷　大
だいぞう

蔵　　  長
ながつか

塚　俊
たかひろ

宏　  高
た か の

野　文
ふ み お

男
　　　小

こ む ら
村　政

まさふみ
文

主要施策 と 当初予算
令和６年３月定例会の開会日に、五十嵐市長が

「令和６年度市政運営の所信と主要施策」について
述べました。

令和６年度の主要施策
詳細はこちら  ▶

市政運営の所信と
主要施策の概要

（質問）　市長２期目の最後の予算編成である。就任時以来「世界のあ
したが見えるまち」を掲げ取り組んできたその思いと、令和６年秋に
予定される市長選への出馬の意向含め、今後のつくば市政に懸ける思
いを伺う。

（答弁）　市長就任以来、市民第一の市政を推進するため、市民との対
話を積み重ね、市民に寄り添い、さまざまな課題と真摯に向き合い、「世
界のあしたが見えるまち」の実現に取り組んできた。ここ数年は、新
型コロナウイルス感染症の拡大や大規模な災害など、地域やコミュニ
ティのさまざまな「つながり」の重要性を改めて認識する機会が多く
あった。顔と顔が見える場で対話が生まれ、新たなまちの活力が生み
出される。「たまり場」や「居場所」となる拠点を活用し、多様なコミュ
ニティでつながりを力に誰もが幸せを感じ、喜びと誇りを持って暮ら
し続けられるまちを「ともに創る」ことこそ、誰一人取り残さない持
続可能なまちづくりの鍵になると考えている。まちの発展を持続的な
ものとするため、まちを創る主体である市民が自らまちづくりに関わ
り、地域の活性化や課題解決に向けた施策を展開し、共に創る市政を
進める。つくば市は確実に変化しており、この変化の動きを止めるこ
となく「世界のあしたが見えるまち」へさらに前進するため、３期目
も引き続き市長として市政運営を担うべく強い決意を持っている。
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ɹٸۓ௨ใγεςϜのେ෯֦େΛ �
（࣭） ΦϯσϚϯυܕҠಈظ日લථはɺථॴ·でのҠಈ͕͠
ΛඋすΔͱ͍͏తに͍ͭͯڥථ͠す͍͕ऀোऀྸߴ͍
はಉҙすΔ͕ɺ10 月のࢢɾٞࢢબで行͍ɺࢢશମではͳ͘ɺΘ͔ͣ
̎Χॴの͚۠ͩで行͏ͱ͍͏。ࢢબɺٞࢢબのΑ͏ͳ֤͔۠Β
ީิऀ໊͕Γग़Δબڍに͍ͭͯɺՌͨͯ͠ɺબڍのେݪଇで͋Δެ
ฏੑɾฏੑ͕อͨΕ͍ͯΔͱ͍͑Δの͔。͜のҰ෦のҬ͚ͩで行
͏རͱฐに͍ͭͯࢢのݟղは。

（ห）　オンσマンυ型Ҡಈ期લථについて、つくばスーパー
サイΤンスγςΟߏの下、インターωοτථに向けͨஈ֊తスςο
ϓの一つとして࣮施するのであるɻͦのଞ、市内全域でථॴ·で
のҠಈ͕ࠔͳ高齢者ো害者ͳͲ͕ථしすい施策について、
で、市内ݧをਂめているɻオンσマンυの࣮ূ࣮౼ݕΒに͞、ࡏݱ
で大変急ͳࡔ道のあるؒࢁ部において、Ҡಈ͕ࠔͳ方͕ථॴ·で
行くこと͕ݫしいΤϦΞで࣮施しͨɻ·ͨ、オンσマンυථの対
者とಉ༷に、市内全域でථॴ·でのҠಈ͕ࠔͳ高齢者ো害者ͳ
Ͳについて、ථしすい施策を͞Βにݕ౼しているɻࠓ後の運営
方法࣮施する地区の決定について、࣮ূ࣮ݧでの݁Ռを౿·えて、
選ڍ管理委員会でڠ議していͨͩくɻ

൧
ㆂㆂㆈㆉ
Ԭɹ

ㆲ㇍㇆ㆌ
೭��ٞһ

ࣗຽౘਗ਼Ϋϥϒ

ɹΦϯσϚϯυܕҠಈظ日લථに͍ͭͯ

࣭ऀ

දɹ൧
ㆂㆂㆈㆉ
Ԭɹ

ㆲ㇍㇆ㆌ
೭

ɹɹɹླ
㆙㆚ㆌ
木ɹ

ㆵ ㆘ ㆈ
༤ɹɹɹ௩࢜

ㆤㆉ㇂ㆨ
ຊɹ༸

㇈ㆄ㆘
ೋ

ɹɹɹ木
ㆌ㇀㇉
ଜɹम

㆗㇅ㆄ㆘
णɹɹɹɹٶ

ㆿ㇄㇂ㆨ
ຊɹୡ

㆟ㆤ㇄


ɹෆొߍ �0ສਓ͔Β͑ݟΔֶڭߍҭのࡏΓํ
（࣭） でશிࢢで͋Γɺͭ͘گはͬͨͳ͠のঢ়ࡦมಈରީؾ
తɺશࢢຽతに࠷༏ઌでऔΓΉ͖՝で͋Δ。ࡏݱɺ͕ࢢऔΓ
Μで͍Δީؾมಈରࡦのࡦࢪɺ令和̑年のࢢީؾຽձٞでग़ͨఏݴ
のਐḿΛ͑ݟΔԽ͍ͯ͘͜͠ͱ͕ඞཁͩͱ͑ߟΔ͕ɺݟղΛ͏。

（ห）　ؾ候市民会議͔Βの 74 のఏݴについて、ϩーυマοϓを策定
していつ·でにͲのよ͏にݱ࣮・౼ݕする͔をࣔし、Մͳ限Γ ,1*
を設定してਐḿ管理を行͏ɻࢀՃ者有ࢤで݁成͞ΕͨϑΥϩーΞοϓ
νーϜと報ڞ有し、意見ަͳͲの࣮施をݕ౼していくɻଓいて、
国のઌ行తϞσル事業としてݝ内ൃのૉઌ行地域に選定͞Εͨつ
くばӺपล地区で、2030 年·でにૉԽを指すɻͦの成ޭ事例を
基にૉυϛϊをىこし、2050 年·でに市内全域での取Γ組Έをԣ
ల։するɻͦのଞ、公ڞ施設のଠཅޫൃి設備のಋೖ、主ͳর໌の
100ˋ -&% Խの推ਐ、公用ंの &7 ԽͳͲをਐめるɻ·ͨ、つくばӺप
ลでૉઌ行地域ͩと͡ײΒΕるֻけを作るͳͲ、取Γ組Έのਐ
ḿ͕市民事業者に見えるよ͏にすること͕重ཁとߟえるɻ

（ཁ） ຽ͕औΓΊࢢͳ՝にͨ͘͞Μのࠔͱ͍͏ࡦมಈରީؾ
ΔΑ͏ɺใΛ͠ɺੵۃతͳݺͼֻ͚Λ͓͍ئすΔ。

օ
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ɹީؾมಈରࡦɺࢢຽఏݴの͑ݟΔԽΛ⽏
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ɹ

㇆ㆌㆆ
ࢬ

ɹɹɹখ
㆓ ㇂ ㇊ ㇄
୩ɹ͔͞ɹɹɹ͋͞のɹ͑͘͜

ɹɹɹ
ㆉ㇏㇀㇉
ଜɹ

ㆪㆈ㆓
ࢠ

（࣭） の҆൱͕֬ೝऀྸߴに࣌発ੜࡂނࣄ௨ใγεςϜはɺٸۓ
で͖ɺਝͳରԠ͕ՄでɺऀྸߴはඞཁͳαϙʔτΛड͚Δ͜ͱ͕
で͖Δ。ͱ͜Ζ͕ɺࡏݱҰਓΒ͠のऀྸߴのΈ͕ରにͳ͍ͬͯΔ。
ۓΛ͍ͯ͠Δ߹ଟ͘ɺ͜のޢの්ੈଳ͕հऀྸߴにはࢢ
のੜ໋ͱ҆શΛकΔͨΊに͔ܽͤͳ͍のऀྸߴ௨ใγεςϜはɺٸ
で͋ΓɺҰਓΒ͠のΈͳΒͣશऀྸߴରのେ෯֦େ͕行のॏཁ
ͳׂͱ͑ߟΔ͕ɺࢢのݟղは。

（ห）　ۓ急௨報γスςϜ事業について、ࡂ害൜ࡑに対するۦけ
けͳͲのサービスఏڙしていͳい͕、ࡂ害のൃੜ࣌に委ୗ業者
͔Βར用者の҆൱֬認࿈བྷを行͏ମ制を備しているɻ対者の拡大
サービスの拡充について、
ۙྡ自治ମの取Γ組Έঢ়گ
市民͔Βのཁを౿·え、
ௐ査ڀݚしていくɻ

（࣭） 日ຊશମでෆొࣇߍಐੜె͕͓Αͦ �0 ສਓͱͳΓɺֶߍ
のࡏΓํ͕ΘΕ͍ͯΔͱઌ日の/),で์ૹ͞Εɺͪͨࢲにఏ

はͳ͍ɺࢠͲ͕ࣗΒֶͿྗΛ発شすΔͨΊにɺֶߍのࡏΓํΛߟ࠶
すΔඞཁ͕͋Δͱ͑ߟΔ͕ɺݟղΛ͏。

（ห）　学校のࡏΓ方について、令和̎年度策定のつくば市教育大
Ͳ主ମの学びࢠ主ମの教え͔Βࢣの理೦に基ͮき、学校で教ߝ
のసを指して取Γ組Μできͨɻ令和５年度全てのत業で୳ڀత
ͳ学びのߏ築を指し、自分の学びに߹Θͤて学शの課題ܗଶ、内
༰を選ͿͳͲ、児童ੜె自Β͕選択し決定できる機会を設けるよ͏、
学校にݺびֻけてきͨɻ·ͨ、ͤͳ学校ͮくΓのͨめのルールϝイ
Ωンά事業ͳͲを௨し、課題解決に児童ੜె自Β͕主ମとͳͬて関Θ
ることで自ߠݾ定͕ײ向上し、自ݾ決定することの大͞をײ得でき
るよ͏にਐめているɻ͞Βに、ͦΕΒの教育׆ಈの中で、自ݾ有用ײ
ଞ者の৴པײͳͲ、児童ੜెのੑײを高めるよ͏ͳत業ମ׆ݧ
ಈڀݚし、ඇ認ྗをৗに意ࣝしているɻࠓ後、児童ੜెの自
తに学Ϳྗ͕一育·Ε、学Ϳことのָし͞をମײし、ΈΜͳ͕
ͤを࣮ײできる学校をつくͬていくɻ

サービスの拡充について、
ۙྡ自治ମの取Γ組Έঢ়گ

でۀのཧ೦͔ΒɺҰ੪तߝҭେڭࢢΕ͍ͯΔͱ͍͑Δ。ͭ͘͞ى
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（࣭）ɹͭ͘த৺֗ࢢ·ͪͮ͘ΓઓུにはɺࢠҭͯੈͳͲ͕
ॴؒ࣌にଊΘΕͣಇ͖す͘ͳΔͮ͘ڥΓΛ行͏ͱ͞ࡌهΕ͍ͯ
Δ。ࣗश͕ՄͳதԝਤॻؗにୗࣇαʔϏεΛಋೖすΔͳͲɺͭ͘
த৺֗ࢢに͋ΔطଘࢪઃΛ׆༻ͯ͠ɺ্هのͮ͘ڥΓΛ࣮ݱすΔ
͜ͱに͍ͭͯの͑ߟΛ͏。
（ห）　つくばӺपลでの۩ମతͳ施策について、つくばӺपลの

རศੑを高めるͨめඞཁͳ機、求めΒΕる機をѲしͳ͕Β、市
として取Γ組める施策をݕ౼していくɻつくばӺपลࢠ育てੈ͕
ଟく、௨ۈ者ब業者のधཁあること͔Β、一定ఔ度のඞཁੑあ
るとߟえる͕、ࢠ育てੈ͕求めるχーズを、よΓਂງΓして分ੳす
るඞཁ͕あるとߟえるので、令和６年度ΞンέーτͳͲによΓ市民
意見をѲするɻਤ書ؗͳͲのطଘ施設のར用、ར用ঢ়گͳͲؚめ、
ঢ়をѲするඞཁ͕あるので、ΞンέーτͳͲによるඞཁੑのѲݱ
とซͤて、有ޮ׆用͕Մͳ施設について令和６年度にௐ査をਐめるɻ

（࣭） ͚ऀޢ༬͔ΓΛར༻すΔอ࣌ԉηϯλʔのҰࢧ߹ҭͯ૯ࢠ
にɺಉηϯλʔに̎ࣨ͋Δଟతࣨの１ࣨΛϫʔΫεϖʔεͱͯ͠
։์すΔ͜ͱに͍ͭͯの͑ߟΛ͏。
（ห）ɹ෮職のͨめのษڧの場ͳͲとして։放することについて、

令和６年度中にࢠ育て૯߹支援センターの指定管理事業者とのڠ議、
一࣌༬͔Γར用者のχーズͳͲのௐ査を行い、ݕ౼していくɻ
　この΄͔、公Ԃ༡۩の設置、公ཱ༮ஓԂの課題と対策、市職員の࣌
減について࣭問しͨɻのؒ࣌務ۈ֎ؒ


ㆉ ㇏ ㆎ ㆼ
อɹօٱ

ㆿㆪㆿ
࣮ɹٞһ

（ͭ͘νΣϯδνϟϨϯδ）

ɹୗػࣇ͖ϫʔΫεϖʔεのग़Λʂ
（࣭）ɹࢠҭͯࢧԉڌۀࣄはɺҬのۙͳॴでࢠҭͯதのࢠ
گݱ。すΔڙ૬ஊͳͲ͕で͖ΔΛఏࣇɺҭྲྀަޓにू͍ɺ૬ܰؾ͕

（ห）　地域ࢠ育て支援ڌ事業について、ࢠ育て支援サービスの
中֩を担͏施設であるࢠ育て૯߹支援センターの指定管理の΄͔、
市内 10 Χॴにおいて委ୗによΓ事業を࣮施しているɻ֤施設に、専
任職員をৗ໊̎࣌Ҏ上置し、ࢠ育て૯߹支援センターि６、ଞ
施設、９Χॴ͕ि５、̍Χॴ͕ि３։࠵しているɻ59 Ԋ線につ
いて、令和５年度、ΈͲΓのӺۙくに৽ͨͳڌを設置しͨɻࠓ
後、ࢠ育てੈଳ૿Ճのঢ়گͳͲ౿·えて、計画తにڌの設置を
ਐめるɻ

（࣭） ҬަྲྀηϯλʔͳͲग़ுすΔࢠҭͯの࣮ࢪঢ়گࢢ
 59Ԋઢ۠でのऔΓΈΛ͏。
（ห）　ग़ுࢠ育て場について、令和５年度、市内７Χॴで࣮

施しているɻͦの中で、59 Ԋ線について、ڀݚ学ԂӺۙくのڀݚ学
Ԃ小学校児童クϥブおよびつくばӺۙくの #J7J つくばで、ͦΕͧΕि
1 ճ࣮施しているɻ

（ཁ） ࢢ 59 ԊઢҬはਓ૿͕ޱՃ͓ͯ͠Γɺಛにࢠҭͯੈ͕
ଟ͘ॅΉҬで͋Δ。ि１回のग़ு͚ͩでͳ͘ɺৗઃܕのࢠҭ
ࢢઃΛࢪڌԉࢧͯ 59ԊઢҬにࢪઃඋ͍͖͍ͯͨͩͨ͠。

この΄͔、ੜځࠔ׆者自ཱ支援、ෆ法غについて࣭問しͨɻ

木
ㆌ㇀㇉
ଜɹम

㆗㇅ㆄ㆘
णɹٞһ

（ࣗຽౘਗ਼Ϋϥϒ）

ɹࢠҭͯࢧԉڌۀࣄに͍ͭͯ

（࣭）ɹখాྺ࢙ͻΖҊॴのདྷऀͱޙࠓのऔΓΈにͭ
。͏͍ͯ
（ห）　དྷ場者数令和４年度͕̍ສ 9231 人であるɻ令和５年度、

݄̍ࡏݱで̍ສ 3043 人͕ͩ、例年のঢ়͔گΒすると、この後のࡩ
͕։Ֆするق࣌に向けて、དྷ場者数の૿Ճ͕見ࠐ·Εるɻࠓ後の取Γ
組Έについて、小ాをଟくの方にͬてΒ͏機会として、企
画ల地域と࿈ܞしͨイϕンτの։࠵ͳͲをܧଓしていくɻ

（࣭）ɹެ༗Խ࢙ͨ͠ࢦ定に͍ͭͯɺޙࠓの׆༻のඋܭը
Λ͏。
（ห）　備していͳい公有地について、平成 12 年度策定の「࢙

小ా෮ݩ備基本計画」において、区域の特ੑにあͬͨ備をし
ていくことを、কདྷతͳඪとしているɻ࢙ೆଆの市֗Խௐ区域、
の地͕ܗる·と·ͬͨ地であるͨめ、のງྥの置͕
分͔るよ͏ͳঢ়ଶに備していくことを方としているɻ࢙ଆの
市֗Խ区域、ॴ有者のਃしग़によΓ公有Խしͨ小͞ͳ地͕ࡏࢄし
ているͨめ、·と·ͬͨ׆用しく、ࢄ策のͨめの案内൘休
の場を備していくɻܜ
（ཁ）ɹখాอҭॴɺখాࣇಐؗɺچখాখֶߍϓʔϧෑͳͲɺҰ

　この΄͔、営農型ଠཅޫൃి（ιーϥーγΣΞϦンά）の農地法施
行規ଇの改正内༰とࠓ後について࣭問しͨɻ

খ
㆓ ㆎ ㆼ
وอɹٱ

㆟ㆉ㆗
ɹٞһ࢙

（ͭࣗ͘ຽౘɾੜΫϥϒ）

ɹ࢙খాͱެ༗Խͨ͠׆༻に͍ͭͯ
（࣭）ɹࢢٿαοΧʔɺଟతӡಈの予ঢ়گͱࡏݱの
ར༻ঢ়ࢢ͕گຽχʔζにԠ͑ΒΕ͍ͯΔ͔に͍ͭͯ͏。
（ห）　ιϑτϘール場および主にٿでར用͞Εるଟత場をؚ

Ήٿ場 12 ΧॴあΓ、令和４年度のՔಇ、平͕ 13�4ˋ、
ॕ͕ 43�3ˋであるɻ·ͨ、主にサοΧーでར用͞Εるଟత
場をؚΉサοΧー場５ΧॴあΓ、令和４年度のՔಇ、平͕
31�2ˋ、ॕ͕ 62�4ˋであるɻར用χーズに対する施設のݱঢ়に
ついて、ൺֱతՔಇ͕高いॕで、رする·ͨؒ࣌
ଳの予͕取Γにくいことあるとߟえているɻٿ場、ଟత場、
サοΧー場、人૿ޱՃにい施設のར用ر者͕૿えることで、ক
དྷతにෆするՄੑあるとߟえているɻࠓ後、引きଓき施設
のར用ঢ়گ市民χーズͳͲのѲにめ、ඞཁͳ施設の備をݕ౼
するɻ

（ཁ） 日ॕ日のࢪઃར༻͕ूத͍ͯ͠ΔͨΊɺرؒ࣌の予͕
औΓに͍͘ݱঢ়Λ౿·͑ɺܰؾにར༻͠қ͍֎εϙʔπࢪઃͱͯ͠
「Տෑ」のڥඋΛݕ౼͍͖͍ͯͨͩͨ͠。
Ճ͑ͯՏෑΛར༻すΔ͜ͱでɺՏのదਖ਼
ཧにΑΓਫのϦεΫΛܰ͠ݮɺ࣏ਫݙߩで
͖ΔϝϦοτ͍͖͍ͨͩͨͯ͑ߟ。

　この΄͔、ஜࢁήーτパークのঢ়گ、ௗ्ඃ害対策、地ञ 	 本ञ・
ϫイン・ビール 
 のৼڵについて࣭問しͨɻ

ਆ
ㆉㆿ㇄
୩ɹେ

ㆠㆂ㆞ㆄ
ଂɹٞһ

（ͭࣗ͘ຽౘɾੜΫϥϒ）

ɹ֎εϙʔπࢪઃ「Տෑར༻」のํ͑ߟ

ӡӦํ๏ɺࢢ 59Ԋઢ۠でのऔΓΈΛ͏。

ଳతͳޙࠓの׆༻ํपลಓ࿏උΛཁすΔ。
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（質問）　第２期つくば市空家等対策計画策定から１年経つが進捗は？
（答弁）　第２期つくば市空家等対策計画の初年度に当たり、空家対策

啓発冊子のリニューアル、空家等対策に関する出前講座、エンディン
グノートへの啓発チラシ同封を実施した。成果としては、利活用相
談や啓発冊子の配布などをきっかけとした空家バンクへの登録件数が、
令和５年 12 月末時点で 11 件あり、令和４年度の３件と比較すると８
件増加している。また、成約件数は令和５年 12 月末時点で２件あり、
令和４年度の０件と比較すると２件増加している。

（質問）　空き家の相続登記が令和６年４月から義務化されるが、どの
ように施策を進めていくのか？
（答弁）　相続登記については、令和６年４月１日から、相続登記が義

務化され、法務局が中心となり周知が図られると考えている。相続登
記がされないまま放置されている空家については、市も対応に苦慮し
ており、相続登記を促すことは重要と考えてい
る。相続登記の義務化については、司法書士会
などの関連団体と連携しながら、市 HP や空家
適正管理啓発冊子などへの掲載により周知を図
っていく。また、相続権者の相続に関する意識
の涵

かん
養
よう

を図るため、被相続人が亡くなった際に
相続権者が検討するべき内容をまとめた「相続
ガイドブック」を作成し配布する予定である。

小
こむら
村　政

まさふみ
文　議員

（つくば自民党・創生クラブ）

　つくば市の空き家対策は？
（質問）　つくタクに留まらない、高齢者が気軽に利用できる移動支援
が必要である。つくタクの運行経費と利用者数、一人当たりの市負担額・
平均乗車距離と平均距離での運賃換算額を伺う。
（答弁）　令和４年度のつくタクの運行経費は約１億 5,800 万円であり、

内訳としては、つくタクを運行するタクシー会社 12 社に支払うタク
シー車両の借り上げ料に加え、つくタク予約センターのオペレーター
の人件費である。また、令和４年度の年間の利用者数は延べ 4 万 8,789
人であり、運行経費から運賃収入を差し引いた、利用者１人の１回当
たりの市負担額は 3,029 円となる。１回当たりの平均乗車距離とその
距離のタクシー運賃については、令和４年度の年間利用者のうち 96％
が特例ポイントを含む地区内移動者であり、平均乗車距離は 5.3km
で、現在の一般タクシーの運賃に換算すると 2,100 円相当である。また、
残りの４％が共通ポイントへの移動であり、平均乗車距離は 11.8km 
で、一般タクシーの運賃に換算すると 4,600 円相当となる。

（意見）　利用実態は運賃換算額と利用者数を乗じて算出すると約１億
円で、全額補助でも市支出を５千万円削減できるので運賃補助を提案
する。利用者は、運賃割引証を提示して助成券を割引価格で購入し、
予約センターを介さずいつでもどこでもタクシーを利用できるように
なる。

　このほか、災害時の水源確保、高齢者のごみ出し支援、市内小中学
校の教員の研修費、給食費の無償化について質問した。

山
やまなか
中　真

まゆみ
弓　議員

（日本共産党つくば市議団）

　タクシー運賃助成で使いやすい公共交通を

（答弁）　茎崎学校給食センターは、供用開始から 40 年以上が経過し、
建物や設備・機器などの老朽化が著しいために、継続して活用するこ
とができず、閉所しなければならない状況である。しかし、茎崎学校
給食センターを閉所すると、その分の食数と児童生徒増加分の食数を
提供できる給食センターを整備する必要があるため、（仮称）新桜学校
給食センターを整備し、１日当たり約３万食を提供できる体制を整え
ることとしている。今後、茎崎地区における給食センターの在り方に
ついては、令和３年３月策定の「つくば市給食センター整備方針」で、「今
後の市全体の児童生徒数の動向を注視しながら再度検討していく」と
あることから、今後も引き続き、人口の推移、市の給食施設の状況を
見ながら検討する。今回提案した茎崎の新しい給食施設は、つくば市
学校給食の在り方懇談会での意見から学校給食のさらなる向上を目指
す新たな試みである。今後も、市全体の学校給食の在り方について検
討を重ねていく。
　このほか、放課後児童健全育成事業として市内の児童クラブへの調
査指導、木造住宅の耐震化で災害に強いまちづくりについて質問した。

橋
はしもと
本　佳

けいこ
子　議員

（日本共産党つくば市議団）

　茎崎給食センターの廃止反対・早期建て替えを
（質問）　主要施策において、①「安心の子育て」と「頼れる福祉」に

（答弁）　①「安心の子育て」では、令和５年度で地域子育て支援拠点
の増設や校内フリースクールの拡充を含む不登校児童生徒支援事業な
どを実施した。令和６年度は、１か月児健診費用の公的助成や、放課
後の居場所や多様な活動機会を提供するためのアフタースクールモデ
ル事業、高校生の遠距離通学負担軽減のための支援金事業などを新た
に始める。「頼れる福祉」では、令和５年度に利用実績が多くあった高
齢者電動アシスト自転車購入費補助事業や、各学校で必要な特別支援
教育支援員の拡充などを行った。令和６年度は、中等度難聴高齢者の
ための補聴器購入費補助金の創設のほか、障害者団体などへの活動費
補助の拡充や、春日庁舎を改修して開設する児童発達支援センターの
設計業務などを進める。②身体発育状況や栄養状態の確認、身体の異
常の早期発見および子どもの健康状態や育児の相談などを出産した病
院などで行う。保護者負担だった費用を公的助成することで、出産後
から就学前まで切れ目のない健康診査の実施体制を整備するものであ
る。③総合相談や、専門職による相談などを実施する相談事業、親子
通所を主とし、障害種別に関わらず１日 40 ～ 50 人程度を受け入れる
児童発達支援事業などを行う。また、地域支援事業や家族支援事業な
どを実施し、市の発達支援の中核的な役割を担う。　
　このほか、新型コロナウイルス感染症対策について質問した。

金
かねこ
子　和

かずお
雄　議員

（新社会党つくば）

　市政運営所信と主要施策について

おける具体的な成果と今後の取り組み、②１か月児健診の事業内容、
③児童発達支援センターの実施予定事業と役割について伺う。

（質問）　市直営の茎崎給食センターは、茎崎中学校は自校式で、幼稚園・
茎崎第一小学校・第二小学校・第三小学校・高崎中学校には５～ 10
分以内で出来立ての給食が届く。（仮称）新桜給食センターの開所後、
食数は足りるので廃止と決めてしまった。自校式の良さも広げたいと、
今まで自校式で提供してきた地域を解体し、茎崎第二小学校だけにす
るという提案は到底理解できない。地域の要求は建て替えである。
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（࣭）ɹզ͕ࠃはࠓࣾྸߴձΛܴ͍͑ͯΔ。͕ऀྸߴੜ͖ੜ͖ͱ
ੜ׆すΔにはɺؾݩͳऀྸߴにಇ͘Λఏڙで͖Δͮ͘ڥΓ͕େࣄ
で͋Δ。ࢠͲͨͪのڭҭ՝ఔに͓͍ͯɺ͍ए͖ڞੜで͖Δ
ࣾձ͕େࣄで͋Δͱɺখֶੜの͏͔ͪΒڭҭす͖で͋Δ。ͦのͨΊ
のࢢのऔΓΈͱɺޙࠓにऀྸߴ͚ͨରࡦに͓͚Δࢢの͑ߟΛ͏。

Ԙ
㆗ㆈ ㆟
ాɹঘ

ㆲ㆕㆗
ɹٞһ

（のձࡦதീࢁ）

ɹऀྸߴରࡦに͍ͭͯ
（࣭）ɹͭ͘ࢢではɺҭ੍ۀٳࣇΛར༻すΔஉੑ࿑ಇऀΛޏ༻す
ΔதখۀاͳͲのۀࣄओにର͠ɺྭۚΛڅࢧすΔ͜ͱにΑΓஉੑ͕
ҭۀٳࣇΛऔಘ͠す͍৬ڥのඋΛଅ͠ɺஉੑのҭࢀࣇՃΛ
ଅਐ͠ɺࢠҭͯੈଳのࣄͱҭࣇのཱ྆ࢧԉΛਤΔ͜ͱΛతͱͨ͠ɺ
ͭ͘ࢢஉੑҭۀٳࣇऔಘଅਐྭۚۀࣄΛ令和̑年 10 月ΑΓ։࢝

のۀࣄのඪ͓Αͼࢢの͍ࢥΛ͏。

（ห）　ඪ、中小企業ͳͲにۈ務する市内のஉੑै業員の育児休
業取得向上͕ͩ、取得のѲにඞཁͳ育児休業取得対者数の
Ѳ͕ࠔͳͨめ、ྭ金をަしͨ事業者にώΞϦンάௐ査ͳͲでޮ
Ռଌ定を行いͨいとߟえているɻஉੑの育児休業ଅਐに係るこΕ·で
の取Γ組Έ育児休業取得者͔ΒのྑいӨڹͳͲをௐ査して、݁Ռを
4/4  )1 で報ൃ৴するͳͲ、உੑの育児休業取得向上に向けͨ取
Γ組Έを引きଓき行いͨいɻւ֎のڀݚで、உੑの育児休業取得に
よΓ、育児休業取得͔Β３年後におけるのՈ事・育児の࣮施、
のϑルタイϜब業͕高·るとい͏౷計σータ͕ग़ているɻڞಇ
き͕ࣾ会全ମのϓϥスにͳることを市としてえ、行政としてݸ人
として、ࣾ会のܗを変えるͨめ、よΓྑい方向にؤுͬていきͨい
と͏ࢥɻ

に対する取Γ組Έ、会計年度任用職員に対する取Γ組Έについて࣭問
しͨɻ


ㆯㆾㆪㆉ
தɹউ

ㆉㆤㆿ
ඒɹٞһ

（ެ໌ౘͭ͘）

ɹஉੑҭۀٳࣇऔಘଅਐྭۚۀࣄに͍ͭͯ

（࣭）ɹࠓ回のొౡでのࡂΛ܇ڭにɺͭ͘ࠃࢢڧਟԽ
Ҭܭըの࣮ޮੑΛ্͍͔͛ͯͳ͚ΕͳΒͳ͍ͱ͑ߟΔ͕ɺࢢの
。͍͍ͨに͍ͭͯ͑ߟղɾݟ
（ห）　計画の࣮ޮੑを高めることۃめて重ཁであるɻొౡ地

で、ఀి・அ水の長期Խӷঢ়Խ、建物յ、地域のཱݽԽͳͲ
の課題͕ුきூΓとͳΓ、地域防ࡂ計画͕ 27 年ؒ見直͞Εͣ、マάχ
νϡーυの定 7�0 ఔ度ͩͬͨとい͏報道あͬͨɻ࣮ݱを見ਾえ
て高い定の下で計画を作ること͕మଇの上で、ݸ別計画あるこの
計画をͲ͏࣮行していく͔、ਐḿを管理して࣮֬に資していくこ
と͕ඞཁͳので、公ڞ建築物と上下水道設備のͲͪΒԽを࣮֬
にਐめͳけΕばͳΒͳいɻ住宅のԽのී及ൃܒ、地区防ࡂ計画
の策定支援による地域の防ྗࡂ向上のੵΈ重Ͷ͕ඞཁであΓ、市ॴ
の中でのݧܦ高めること͕重ཁであるɻ·ͨ、ࡂ害ݣつくば
市のؐݩඇৗにଟいとߟえるɻ市をڍげてࡂ害にڧい·ͪを指
し、計画ΕにͳΒ࣮ͣޮੑのあるのとするͨめにྗしていきͨいɻ

（ཁ） のετʔϦʔࡦɾରԠํੑؔ。にΘͨΔذը༰はɺଟܭ
はཧղで͖Δ。はɺܭըのண࣮ͳ࣮行͕で͖Δ͔Ͳ͏͔。ͦのͨ
Ίにはɺ֬ݯࡒอɾࡦࢪの៛ີੑɾி࿈͕ܞඞਢ。ͦͯ͠࠷ऴతにはɺ
ͲのΑ͏にͯ͠ࢢຽΛࠐ͖רΜで͍͚Δ͔͕ܭըのΧΪで͋Δ。ΑΖ
。͍͍ͨ͠ئ͓͘͠
　この΄͔、࿑ಇ者ڠಉ組߹とおくΈ૭ޱのݱঢ়と課題、ࠓ後の対
Ԡについて࣭問しͨɻ

খ
ㆈ ㆮ
ɹହ

㇄㆙ㆲ㇍
ɹٞһ

（ެ໌ౘͭ͘）

ɹ「ࠃࢢڧ
͖ΐ͏

ਟ
͡Μ

Խ
͔

Ҭܭը」の࣮行ੑ্ΛΉ
（࣭）ɹখதֶߍのࣨڭ ŋಛผࣨڭɺ͞Βにମҭのतۀ෦׆ಈɺू
ձͱͯ͠༻͞ΕΔମҭؗ ŋಓؗ ŋٿͳͲのΤΞίϯඋ
はɺதରࡦͱͯ͠େมॏཁで͋Δ。ᶃಛผࣨڭのΤΞίϯのඋ
ঢ়گɺᶄମҭؗͳͲのΤΞίϯඋにؔすΔࢢのํ͓Αͼඋɺᶅ
に͓͍ͯҬのආॴͱͯ͠ར༻͞ΕΔମҭؗͳͲのΤΞ࣌発ੜࡂ
ίϯඋにؔすΔࢢのํ͓Αͼඋに͍ͭͯ͏。
（ห）　ᶃ中学校令和４年度でྃし、小学校３Χ年計画をલ

しして令和５ʙ６年度の̎Χ年でਐめているɻ備にͨΓ、教Պ担
任制で特別教ࣨのར用ස度͕高い中学校͔Β࣮施しͨɻ小・中学校お
よび義務教育学校のͦΕͧΕの備ॱ、施設規、τイϨ等改म
事および事費૯額の平準ԽͳͲをྀߟして決定し、備࣌期を分け
て࣮施するɻᶄۙ年のॵによΓ、15" ࿈བྷڠ議会を͡め、保護者
͔Βཁ͕あるɻࡏݱ小学校の特別教ࣨの設置をਐめ、ͦの後
༮ஓԂのϓϨイルーϜの設置を計画しているɻମ育ؗͳͲ備
方を定める·でにͬࢸていͳい͕、ଞ自治ମのಋೖ事例をௐ査し
ておΓ、事例をߟࢀにಋೖ方法をؚめてݕ౼するɻᶅ৽ͨに建設す
る場߹、ࡂ害用Ҫ戸ۭௐ設備ͳͲのආॴ機を備するよ͏教
育ہとڠ議・ௐしているɻ令和８年度։校予定の（Ծশ）中根・金
ా台地区小学校、ࡂ害用Ҫ戸を設置する΄͔、ී௨・特別教ࣨにซ
ͤてମ育ؗにۭௐ設備の設置を予定しているɻ

（ཁ） 。のΤΞίϯඋΛཁすΔظૣ
この΄͔、上下水道ະ備地域の早期備について࣭問しͨɻ

木
ㆌ㇀㇉
ଜɹਗ਼

ㆌ㇈㆟ㆉ
ོɹٞһ

（ਗ਼ڷձ）

ɹֶߍのମҭؗͳͲのΤΞίϯඋに͍ͭͯ

͍ͯΔ。ҭࣇはՈఉࢠͲɾࣾձのͨΊに行͏͖のͱ͏ࢥ。͜

この΄͔、認対策の取Γ組Έ、「年ऩのน」に関する市内事業者

（ห）　高齢者͕ੜきੜきとΒͤるࣾ会の࣮ݱに向け、「つくば市高
齢者福祉計画」に基ͮき、介護サービス事業ॴの備支援、介護予防・
健康ͮくΓの充࣮、ੜき͕いͮくΓの支援ͳͲ、͞·͟·ͳ事業を࣮
施しているɻ小中学校ͳͲでの教育で、人権教育のࢹ͔Β、ࠩ別
ภ見୭に対してあͬてͳΒͳいとい͏理೦の下、֤教Պ、道
ಙのत業、つくばスタイルՊ、特別׆ಈͳͲで、ൃୡஈ֊にԠ͡て一
人一人を大にする人権意ࣝのৢ成をਤͬているɻ特に、学校の教育
の৺ँײいΓࢥಈ全ମを௨して行͏道ಙ教育で、高齢者の׆
を育Έ、ଞ者の価ଘࡏを認め߹える教育をਐめているɻࠓ後に向
けて、高齢にͳͬてͲΕͩけੵۃతに֎ग़し、つͳ͕ΓをつくΕ
る͔͕重ཁͩとͬࢥているɻ令和５年度高齢者ిಈΞγスτ自సं
ೖ費補ॿ事業によるۙͳҠಈ手ஈの備高齢者จԽܳज़ؑॿߪ
成事業։࢝しておΓ、༑人との会話झຯͳͲでա͝すこと͕高齢
者のͤにとͬてۃめて重ཁͩとして、「ͨ·Γ場」
をつくͬているɻ高齢者のͨめの施策ඇৗにแׅ
తで࿈ܞしてಈくのͳので、ॎׂΓでͳくΈΜ
ͳで̍つのΰールに向͔ͬてਐΈͨいɻ



�

第 181 号ɹ令和６年（2024 年）̑月１日Ұൠ࣭

（࣭）ɹੑྗ %7ͳͲɺࠔに͋ΔঁੑのެతࢧԉΛ໌ͨ͠ه
ொଜの͕໌֬Խ͞ࢢではɺ（行ࢪ令和６年̐月）「ԉ৽๏ࢧੑঁ」
ΕΔ。ࢢの%7૬ஊͱɺ৽๏に定ΊΔ「ঁੑ૬ஊࢧԉһ」ஔঢ়گは。
（ห）　市の %7 に関する૬ஊ、「ঁੑのͨめの૬ஊࣨ」でि３ճの
「ঁੑのͨめの૬ஊ員」によるి話、໘ஊによる૬ஊの΄͔、ि̍ճの

ঁੑΧンセϥーによる૬ஊ、݄̎ճのঁੑ弁護࢜による法૬ஊ
を࣮施しているɻ「ঁੑのͨめの૬ஊ員」、ࣾ会福祉࢜ͳͲの有資֨
者、Ո事ௐఀ委員ͳͲのݧܦ者に委ୗしておΓ、ঁੑ૬ஊ支援員に
Θるのでͳいので、ঁੑ૬ஊ支援員の置ࠓ後ݕ౼するɻ%7
を主ૌとしͨ૬ஊԆ݅数、令和３年度͕ 51 ݅、令和４年度͕ 74 ݅、
令和５年度݄̍ࡏݱで 62 ݅であるɻ

（࣭） 令和̐年ͭ͘ܯॺの%7ೝ݅は 24� ݅。Ծにͭ͘

ޱで%7ઐ૬ஊ૭ࢢ。ΕΔ͞ܭ �ऀۮྗ૬ஊࢧԉηϯλʔの
ઃஔͱɺઐ৬һのஔ͕ඞཁ͕ͩɺ͑ߟΛ͏。
（ห）　%7 認݅数の数ࣈۃめて大きͳのをզʑにಥきつけて

いると͡ײるɻ໌֬ͳ૬ஊ૭͕ޱͳいことで૬ஊできͣ、ٽき৸ೖΓ
͕ଓくことあͬてͳΒͳいɻۮ者ྗ૬ஊ支援センター設置、
৽年度͔Β早急にݕ౼を࢝めるɻซͤて専職員置重ཁとͬࢥて
いるɻ専ੑを࣋つ人ୡの׆༂の場をつくΓ、దͳ報酬を与えͳけ
Εば、ࣾ 会全ମの専ੑの軽ࢹにつͳ͕ると͏ࢥɻͦΕͧΕについて、
議す͙に࢝めて設置していきͨいɻ


ㆉ㇏㇀㇉
ଜɹ

ㆪㆈ㆓
ɹٞһࢠ

（ͭ͘ɾࢢຽωοτϫʔΫ）

ɹ「ऀۮྗ૬ஊࢧԉηϯλʔ」のઃஔΛʂ
（࣭）ɹখதֶߍͳͲのֶߍਤॻؗ࢘ॻのۈ日͕֦ॆ͞Ε͍ͯΔ
͜ͱΛධՁすΔ。͔͠͠ɺ࢘ॻΞϯέʔτにΑΔͱதֶߍではબॻɺ
मસͱ͍ͬͨのલのࣄでखҰഋͱ͍͏݁Ռ。ΨΠμϯε࣮ࢪは̏
ׂఔ。ଂॻݕはׂ̐ɺਤॻҕһձͱのؔΘΓ。ੜె͕行͖
ͨ͘ͳΔਤॻؗɺओମతͳֶͼのにͳΔΑ͏ͳதֶߍਤॻؗのޙࠓ
のܭըに͍ͭͯ͏。
（ห）　中学校ਤ書ؗの学校࢘書のۈ務ମ制、令和４年度ि̍

務としてۈؒ࣌務͕ͩͬͨ、令和５年度ि̍ʙ３の４ۈのؒ࣌̎
おΓ、令和６年度全ての中学校でि３の４ۈؒ࣌務に拡充しͨい
とߟえているɻ令和６年度Ξンέーτௐ査ͳͲによΓঢ়گをਵ֬࣌
認しͳ͕Β、学校࢘書のۈ務ମ制の充࣮についてܧଓしてݕ౼していくɻ

（࣭）ɹֶߍਤॻؗの͜ͱΛ͍ٞͯ͘͠ͱͯ͠૯߹ڭҭձٞΛఏ
ҊすΔ͕͍͔͕͔。
（ห）　本͕ͨΒす価ඇৗにଟく、ͦΕに৮ΕΒΕるڥを学

校内に用意することۃめて大きͳ責務であるɻͦの中でح৺を
ܹし、市͕ਐめる୳求していく学びをల։していきͨいと͏ࢥɻ·ͨ、
校内ϑϦースクールとಉ༷の居場ॴにे分ͳΓ得ると͏ࢥɻ教育長
と૬ஊඞཁ͕ͩ、令和６年度の૯߹教育会議で、専ՈͳͲの見

　この΄͔、ࡂ害࣌のཁ支援者ݸ別ආ計画の作成について࣭問しͨɻ

͋͞の�͑͘͜ɹٞһ
（ͭ͘ɾࢢຽωοτϫʔΫ）

ɹதֶߍਤॻؗのॆ࣮に͚ͯ

（࣭）ɹ࣌ࡂにഉͤͭΛԿؒ࣌զຫすΔ͜ͱはで͖ͳ͍。ਫ͕ྲྀ
Εͳ͍ਫચτΠϨΛͯͬ͠·͍Ԛでຬഋにͯ͠͠·͏͜ͱ͕࣮ࡍ
に͍ͯͬ͜ىΔ。·ͨආॴではɺτΠϨ͕Ԛ͍ɺ͍פɺԕ͍ͳͲの
ཧ༝にΑΓ༻Λ͑߇Α͏ͱਫઁऔΛ੍ͯ͠ݶਫঢ়にͳΓࡂ
ؔ࿈ࢮにͭͳ͕Δέʔεの発ੜɺτΠϨΛհͨ͠ײછの発ੜͱ֦
େ͍ͯͬ͜ىΔ。ҿ৯͚ͩでͳ͘ɺഉͤͭのͨΊのඋηοτ
で͑ߟΔඞཁ͕͋Δ͕ݱঢ়は。

（ห）　ࡂ害࣌におけるτイϨの備えについて、本部ݿ、学校等
防ࡂݿに、ܞଳτイϨ４ສઍճ分、組Έཱてࣜ؆қτイϨ
156 セοτを備しているɻԾ設τイϨについて、備していͳい
͕、市内に営業ॴ͕ある企業とࡂ害࣌におけるԾ設τイϨͳͲの༏ઌ
ఏڙに関するࡂ害ڠ定をక݁しているɻ公ڞ施設におけるマンϗール
τイϨ設置していͳいɻおΉつについて、大人用９ઍຕ、ೕ༮
児用̎ສ４ઍຕ、ੜ理用５ສ４ઍຕ、τイϨοτϖーパー３
ઍ 700 ϩール、手指ফಟ用Ξルίール̎ઍϦοτル備しているɻ
τイϨ用水の֬保について、͔とΓͩい
ަྲྀؗڀݚ学Ԃ中学校、つくば市民・学校
ϓールに、அ水࣌にར用できるҪ戸水を
ར用しͨτイϨを備しているɻ

（ཁ）ɹϚϯϗʔϧτΠϨのඋΛݕ౼͍ͨ
͖͍ͩͨ。

খ
㆓ ㇂ ㇊ ㇄
୩��͔͞��ٞһ

（ͭ͘ɾࢢຽωοτϫʔΫ）

ɹ࣌ࡂのτΠϨに͍ͭͯ
（࣭）ɹࣛࣇౡࢤݝࢢࢤのࡁ༺Έ͓ࢴΉͭݯࢿ࠶Խۀࣄのձ行
ࢹΛ行ͬͨ。ຒΊཱͯ͝ΈݮΛతͱͨ͠ผΛฏ 10年લޙ
͔Β։࢝͠ɺࢢϨϕϧで͝ΈのϦαΠΫϧ͕ 1� 年࿈ଓશ１ࠃҐͱ
ͳͬͨͱ͍͏。ௐࠪで回ऩ͝Έの１ʙׂ͕͓̎ࢴΉͭͩͱ͔Γɺຒ
Ίཱͯ͝Έの͞ΒͳΔྔݮのͨΊɺݯࢿ࠶ԽのऔΓΈΛ࠶࢝Ίͯ
͍Δ。ࡏݱਓ૿ޱに͋Δͭ͘ࢢはɺͪΌΜの૿ՃͱྸߴԽ͔Βࢴ
͓Ήͭのར༻૿Ճ͕͑ߟΒΕΔ。ϦαΠΫϧに͍ͭͯݟղΛ͏。

（ห）　用ࡁΈࢴおΉつのϦサイクルについて、高齢ԽͳͲに
い、ഉग़ྔ͕͞Βに૿Ճすること͕見ࠐ·Ε、ম٫処分ྔの減、Ϧ
サイクルによる࠶資ݯԽ͕全国తに課題とͳͬている͕、࣌ݱで民
ؒ企業との࿈ྗڠ・ܞͳしに、Ϧサイクルすること͕ࠔͳঢ়گに
あると認ࣝしているɻࡏݱ市で、用ࡁΈࢴおΉつ、೩ͤる͝
Έとして処理している͕、ࠓ後、Ոఉを͡め保育ॴ人福祉施設
ͳͲ͔Βのഉग़ྔの૿Ճ͕定͞Ε
るので、令和６年度に予定している
一般ഇغ物処理基本計画の改定࣌に
࣮施する、͝Έ組成分ੳௐ査でঢ়گ
をѲするととに、ଞ自治ମの事
例ͳͲをௐ査ڀݚしていくɻ

௨ৗの׆ಈおよびࡂ害ൃੜ࣌ͳͲの׆ಈについて࣭問しͨɻ

௩
ㆤㆉ㇂ㆨ
ຊɹ༸

㇈ㆄ㆘
ೋɹٞһ

（ࣗຽౘਗ਼Ϋϥϒ）

ɹࡁ༺Έ͓ࢴΉͭのϦαΠΫϧに͍ͭͯ

ˎঁੑ支援৽法ɿ「ࠔͳ問題を๊えるঁੑの支援に関する法（令和４年法第 52 号）」

ˎ

おΉつ専用ճऩାと給水ϙϦマーࢴ市のࢤࢤ

ೖΕͳ͕Β͞·͟·ͳで議し、Ͳ͏い͏学校ਤ書ؗを指す
の͔をߟえͳくていけͳいとͬࢥているɻཌʑ年度に向けてԿ͕で
きる͔、予算組Έؚめてݕ౼していきͨいɻ

にऀۮྗ૬ஊࢧԉηϯλʔ͕͋ΕऔΓѻ͍݅は ��0 ݅ͱਪ

　この΄͔、ফ防ஂに関して、ফ防ஂ員数の推Ҡとஂ員֬保の取Γ組Έ、
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（࣭）ɹ୩ా෦ிࣷのޙࠓのརܭ༺׆ըͱɺͦのपลに͋Δެڞ
ຽϗʔϧͨɾ୩ా෦૯߹ମҭؗɾ୩ా෦ަྲྀηϯλʔɾࢢ）ઃࢪ
୩ా෦খֶߍ）のٺԽରࡦण໋Խܭըに͍ͭͯ͏。

（ห）　୩ా部ிࣷ地のࠓ後のར׆用計画について、ிࣷ地प
ลに公ڞ施設͕ूੵしていること͔Β、こΕΒの施設と࿈ܞしͨར׆
用をؚめてݕ౼しているɻࡏݱ、施設をॴ管するி内֤部ॺとڞ
に、֤ 施設のݱঢ়とࠓ後の課題ͳͲを理しているɻ市民ϗールͨ、
୩ా部ަྲྀセンター、୩ా部૯߹ମ育ؗのٺԽ対策について、҆
全ੑ、ۓ急ੑͳͲをྀߟし、ඞཁͳमસを࣮施しているɻ長ण命Խに
ついて、令和４年策定の「つくば市市民จԽܥ施設長ण命Խ計画」で、
市民ϗールͨ令和 10 ʙ 11 年度に改築を、୩ా部ަྲྀセンター
令和 13 ʙ 14 年度に長ण命Խ改मを計画しているɻ୩ా部૯߹ମ育
ؗについて、令和３年策定の「つくば市スϙーπ施設ݸ別施設計画」
で、令和 10 ʙ 11 年度に長ण命Խ改मの࣮施を計画しているɻ୩ా部
小学校のٺԽ対策ͳͲ、令和３年３݄策定の「つくば市学校施設
長ण命Խ計画」で、ত和 40、50 年に建築しͨ校ࣷを令和 12 年度͔Β、
ମ育ؗの長ण命Խ改मを令和 17 年度͔Β行͏計画とͳͬているɻし͔
し、̩̭Ԋ線։ൃ区域内の児童数͕૿Ճすること͔Β、ମ育ؗত和
40 年に建築しͨ校ࣷの改म·ͨ建て替えを、令和６年度に予定し
ている૿築の設計に߹Θͤてݕ౼していくɻ
　この΄͔、市道台ொؙל線と小നഷ୩ా部線のਐḿとڞ用։࢝·で
の計画について࣭問しͨɻ


ㆪㆋㆤㆉ
௩ɹढ़

㆟ㆉㆲ㇍
ɹٞһ

（ͭࣗ͘ຽౘɾੜΫϥϒ）

ɹ୩ా෦֗ࢢͱͦのपลのޙࠓに͍ͭͯ

ௌҕһใ
委  員  長 小ଜ　政จ

෭委員長 ٱ保օ࣮

委　　員 本　ୡٶ

委　　員 ଜ　直ࢠ

委　　員 ٷ中　ਅࢁ

委　　員 小୩͔͞

委　　員 ਆ୩　大ଂ

委　　員 小ٱ保࢙و

議会ہ議会૯務課 029�883�1111（内線 6100・6111）

傍聴
される方への

お願い

⾣ ϚεΫ ֤ 自 の
அで͝着用くͩ͞
いɻ

⾣ ௌडに設置し
ͨফಟӷはࣗ͝༝に
くͩ͞いɻ༺͝


ௌ
の
案


⾣ 本会議（定例会議・ۓ急会議）の։ؒ࣌࠵
　 中ੜ中ܧを͝ཡいͨͩけ·すɻ

⾣ 本会議委員会ͳͲの、֤։࠵の３後
（休をআく）Ҏ͔߱Β画ө૾をࢹௌする

　こと͕でき·すɻ


৴
ϖ
ồ
δ

議会中継

録画配信

　
　
　

地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ
っ

て
勤
勉
手
当
が
支
給
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。
そ
れ
以
前
に
各
地
方
自
治

体
に
お
い
て
会
計
年
度
任
用
職
員
に

対
し
勤
勉
手
当
を
支
給
し
て
い
る

ケ
ー
ス
は
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

【
議
案
第
1�0
号
】
ྩ

̒


つ
く

ば
市
一
ൠ
会
ܭ
༧
ࢉ

　
　
　

Ӵ
ੜ
費


ࢠ
݈
߁

ࠪ
に

ཁ
す
る
ܦ
費
に
関
͠
ỏ
̍
͔
݄
ࣇ
݈


の
ཬ
ؼ
Γ
ग़
࢈
࣌
の
ਃ

ํ
๏
ỏ

·
ͨ
ҕ
ୗ
ઌ
の
ҩ
ྍ
ػ
関
ͱ
͜
Ͳ


ະ
དྷ
η
ϯ
λ
ồ
ͱ
の
࿈
ܞ
ମ
੍
に
つ

い
て

　
　
　

里
帰
り
出
産
時
は
、
予
算
項

目
を
別
立
て
し
て
い
る
県
外
医
療
機

関
１
か
月
児
健
診
費
助
成
金
か
ら
、

償
還
払
い
と
し
て
助
成
す
る
。
委
託

先
の
医
療
機
関
と
こ
ど
も
未
来
セ
ン

タ
ー
と
の
連
携
に
つ
い
て
は
、
医
療

機
関
と
は
す
で
に
連
携
し
て
い
る
た

め
、
乳
児
健
診
と
同
様
に
検
査
結
果

を
市
で
把
握
で
き
、
医
療
機
関
で
早

期
介
入
が
必
要
と
判
断
し
た
場
合
に

は
連
絡
が
あ
る
の
で
、
医
療
機
関
と

連
携
し
て
支
援
す
る
。
こ
ど
も
未
来

セ
ン
タ
ー
設
置
後

は
、
健
康
増
進
課

か
ら
引
き
継
い
で

連
携
を
取
る
よ
う

に
考
え
て
い
る
。

　
　
　

ڭ
ҭ
費

ֶ
ߍ
ڭ
ҭ
ࢦ
ಋ
に

ཁ
す
る
ܦ
費
に
関
͠
て
ỏ
ε
Ϋ
ồ
ϧ

　
　
　

県
の
弁
護
士
会
に
依
頼
し
て
、

弁
護
士
を
推
薦
、
紹
介
し
て
い
た
だ

く
予
定
で
あ
る
。
委
託
内
容
な
ど
に

つ
い
て
は
、
推
薦
さ
れ
た
弁
護
士
と
、

再
度
詰
め
て
い
く
方
向
で
進
め
る
。

ま
た
、
本
事
業
は
、
い
じ
め
に
特
化

し
た
も
の
で
は
な
く
、
学
校
現
場
で

の
教
育
課
題
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
や
法
的
悩
み
に
対
応
す
る
も
の

で
あ
る
。

【
議
案
第
142
号
】
つ
く
ば
市
会
ܭ




用
৬
員
の
څ
༩
及
び
費
用
弁
償

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

˝
審
ࠪ
݁
Ռ
ử
可
決
す

͖

　
　
　

͜
Ε
·
Ͱ
会
ܭ



用
৬

員
に
ۈ
ษ
ख

を
ࢧ
څ
͠
ͳ
͔
ỳ
ͨ

ཧ
༝
に
つ
い
て

ҕ
員
会
審
ࠪ

૯

จ
ڭ

Պ
会


ࢱ
อ
݈

Պ
会

【
議
案
第
1�0
号
】
ྩ

̒


つ
く

ば
市
一
ൠ
会
ܭ
༧
ࢉ

　
　
　

૯

費

ັ
ྗ
ൃ
৴
ࣄ
ۀ
に

ཁ
す
る
ܦ
費
に
関
͠
て
ỏ
ྩ

̑



市
ຽ
ҙ
ࣝ
ௐ
ࠪ
に
͓
͚
る
̝
̥
ɾ

̨
̣
̨
ͳ
Ͳ
に
Α
る

報
ൃ
৴
ຬ



ͱ
ỏ
ྩ

̒


に

͚
ͨ
औ
Γ


Έ
に
つ
い
て

　
　
　

満
足
度
の
目
標
値
42
・
６
％

に
対
し
、
実
績
値
41・６
％
で
あ
っ
た
。

Ｈ
Ｐ
は
、
令
和
５
年
３
月
に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
の
閲

覧
性
を
よ
り
向
上
さ
せ
て
い
る
。
今

後
も
適
切
に
運
営
管
理
を
行
う
と
と

も
に
、
見
や
す
さ
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ

プ
し
て
い
く
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
関
し
て
は
、

令
和
５
年
に
、
任
期
付
き
専
門
職
を

採
用
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
動
画
配

信
に
力
を
入
れ
な
が
ら
、
紙
媒
体
と

合
わ
せ
て
市
政
情
報
を
分
か
り
や
す

く
発
信
す
る
と
と
も
に
、
令
和
６
年

度
も
引
き
続
き
、
ク
ラ
フ
ト
ラ
イ
フ

に
焦
点
を
当
て
な
が
ら
魅
力
あ
る
情

報
発
信
を
行
う
。

࣭
ٙ

࣭
ٙ


弁


弁

૯

จ
ڭ
ҕ
員
会

࣭
ٙ


弁

議案ऩन詳細

࣭
ٙ


弁

に
焦
点
を
当
て
な
が
ら
魅
力
あ
る
情

報
発
信
を
行
う
。

ϩ
Π
Ϡ
ồ
の
બ
ఆ
ํ
๏
͓
Α
び
૬
ஊ

Ͱ
͖
る

༰
に
つ
い
て



�
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【
議
案
第
1�2
号
】
つ
く
ば
市
հ
ޢ
อ

ݥ
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

　
　
　

���

˝
審
ࠪ
݁
Ռ
ử
可
決
す

͖

　
　
　

1�
ஈ
֊
Ͱ
ఆ
Ί
Β
Ε
て
い
る

��
ࡀ
Ҏ
্
の
հ
ޢ
อ
ݥ
ྉ
の
্
ݶ
ֹ

͕
ỏ
ଞ
市
ொ
ଜ
に
ൺ

て
ߴ
く
ઃ
ఆ

͞
Ε
て
い
る
ཧ
༝
に
つ
い
て

　
　
　

介
護
อ
ݥ
ྉ
は
、
อ
ݥ
ྉ
必

要
ֹ
、
อ
ݥ
ྉ
ऩ
入
予
定
ֹ
お
よ
ͼ

ج
金
の
取
り
่
し
ֹ
を
ௐ

し
な
が

ら
適
切
な
ό
ラ
ン
ス
に
な
る
よ
う
に

算
出
し
て
い
る
。
つ
く

市
で
は
、

ॴ
ಘ
ֹ
に
応
じ
て
อ
ݥ
ྉ
を
ෛ
୲
し

て
い
た
だ
く
こ
と
で

ॴ
ಘ
ऀ

の

ෛ
୲
を
ܰ
ݮ
す
る
と
と
も
に
、
ج
金

の
取
り
่
し
な
ど
を
ݮ
ら
し
、
อ
ݥ

ྉ
ج
४
ֹ
を

え
る
こ
と
が
で
き
る

と
考
え
、
現
ࡏ
の
上
ݶ
ֹ
を
設
定
し

て
い
る
。

【
議
案
第
1�0
号
】
ྩ

̒


つ
く

ば
市
一
ൠ
会
ܭ
༧
ࢉ

　
　
　



費


࢈

ৼ
ڵ
に
ཁ

す
る
ܦ
費

γ
ϯ
ɾ
π
Ϋ
ό
ϝ
γ
։

ൃ
ࢧ
ԉ
ิ
ॿ
ۚ
の

༰
に
つ
い
て

　
　
　

県
内
の
各
市
ொ
ଜ
か
ら
͝
当

地
ά
ル
ϝ
を
ू
め
、
来
場
ऀ
の

ථ

　
　
　

̎
̌
̎
̐
年
問
題
に
よ
り
、

つ
く
ό
ス
の
ศ

が
現
ࡏ
の
３
１
̓

ศ
か
ら
、
ฏ

̎
̓
̐
ศ
、
ٳ


̎
１
３
ศ
に
な
る
こ
と
か
ら
、
運
స

士
の
ਓ
݅
費
や
೩
ྉ

な
ど
、
運
行

に
要
す
る
ܦ
費
が
ݮ
গ
し
、
ෛ
୲
金

の
ݮ
ֹ
と
な
っ
た
。

【
議
案
第
1��
号
】
つ
く
ば
市
Լ
ਫ
ಓ

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

　
　
　

���

˝
審
ࠪ
݁
Ռ
ử
可
決
す

͖

　
　
　

ࢦ
ఆ


ళ
の
༗
ޮ
ظ
ؒ
を

̏

͔
Β
̑

に
Ԇ

͠
ͨ
എ
ܠ
に

つ
い
て

　
　
　

प
ล
自
治
体
で
も
༗
ޮ
期
ؒ

を
５
年
と
し
て
い
る
と
こ
Ζ
が
΄
と

Μ
ど
で
あ
る
。
ਫ
ಓ
も
ਫ
ಓ
法
の
改

正
に
よ
り
ߋ
৽
੍
度
が
࢝
ま
っ
て
お

り
、
そ
の
期
ؒ
も
５
年
で
あ
る
た
め
、

そ
れ
に
合
わ
せ
る
ܗ
で

ྫ
を
改
正

し
た
。

　
　
　

࠷


ۚ
の
Ҿ
͖
্
͛

େ

͖
ͳ


Ͱ
ỏ
Ἒ

ݝ
͕

い
ͱ
ਓ

ࡐ
͕
ଞ
ݝ
に
ྲྀ
ग़
͠
֬
อ
Ͱ
͖
ͣ
ỏ

ࣗ
࣏
ମ
ؒ
Ͱ
の
ਓ
ࡐ
の
औ
Γ
߹
い
に


ͳ
ỳ
て
͠
·
͏
Ố
ࠃ
ͱ
͠
て
࠷



ۚ
を
ఈ
্
͛
す
る
͜
ͱ
Ͱ
ਓ
ࡐ
ෆ


を
ղ
ফ
す
る
͜
ͱ
ỏ
̔
࣌
ؒ
ಇ
͚

ば
ࢠ
ҭ
て
Ͱ
͖
る
͜
ͱ

গ
ࢠ
Խ
͕

Ճ

͠
て
い
る
࣌

ͩ
͔
Β
͜
ͦ
ඞ

ཁ
ͳ
͜
ͱ
Ͱ
͋
る
Ố

　
　
　

ඇ
正
ن
࿑
ಇ
ऀ
の

̓
ׂ
を

ঁ
ੑ
͕

Ί
て
͓
Γ
ỏ
ݝ
୯
Ґ
Ͱ
࠷



ۚ
͕
決
·
ỳ
て
い
る
ͨ
Ί
ݝ
を

ӽ
͑
て
ਓ
ࡐ
͕
ྲྀ
ग़
͠
て
い
く
͜
ͱ


େ
ม
ͳ


Ͱ
͋
る
ͱ
ࢥ
͏
Ố

　
　
　

த
খ
ྵ
ࡉ
ا
ۀ
に
対
す
る
ܦ

Ӧ
の
ѹ
ഭ
に
つ
ͳ
͕
Β
ͳ
い
Α
͏
ڧ

い
ࢧ
ԉ
を
ٻ
Ί
て
い
く

͖
ͩ
ͱ
ߟ

͑
る
Ố

【
議
案
第
1�0
号
】
ྩ

̒


つ
く

ば
市
一
ൠ
会
ܭ
༧
ࢉ

　
　
　



費

ެ
ڞ
ަ
௨

ࡦ
に

ཁ
す
る
ܦ
費
に
関
͠
ỏ
つ
く
ό
ε
ӡ

に
よ
り
ủ
い

ら
き
࠷
ڧ
͝
当
地
ά

ル
ϝ
Ứ
を
ܾ
め
る
ủ
シ
ン
い

ら
き

ϝ
シ
૯
બ
ڍ
Ứ
と
い
う
イ
ϕ
ン
ト
を

県
が
։
࠵
す
る
。
市
と
し
て
も
Τ
ン

ト
リ
ー
す
る
に
当
た
り
、
৽
た
な
͝

当
地
ά
ル
ϝ
の
։
発
費
用
の
Ұ
෦
を

ิ
助
す
る
も
の
で
あ
る
。
Τ
ン
ト
リ
ー

要
݅
は
৽
ن


や
ط
ଘ


を
ブ

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
た
も
の
で
あ
る

た
め
、


։
発
に
向
͚
た
ࡐ
ྉ
費
、

機
ࡐ
費
、
イ
ϕ
ン
ト
当

に
必
要
な

ফ


な
ど
の
ߪ
入
費
を
対

と
し

て

定
し
て
い
る
。
Ұ
ൠ
ά
ル
ϝ
෦

門
と
ス
イ
ー
π
෦
門
の
̎
෦
門
が
あ

り
、
྆
෦
門
を
ิ
助
対

と
し
て
考

え
て
い
る
。

【

ئ
̑
第
̑
号
】
ủ
࠷


ۚ
の
େ

෯
Ҿ
͖
্
͛
ͱ
த
খ
ا
ۀ
ࢧ
ԉ
ࡦ
の

֦
ॆ
を
ٻ
Ί
る
ҙ
ݟ
ॻ
Ứ
࠾

の


ئ
ॻ

　
　
　

���

˝
審
ࠪ
݁
Ռ
ử
࠾

す

͖


市
ݐ
ઃ

Պ
会

【
議
案
第
1�0
号
】
ྩ

̒


つ
く

ば
市
一
ൠ
会
ܭ
༧
ࢉ

˝
審
ࠪ
݁
Ռ
ử
可
決
す

͖

　
　
　
　
　

市

・
市
ٞ
会
ٞ
員
બ

ڍ
Φ
ン
σ
マ
ン
υ
ܕ
Ҡ
動
期

前


ථ
事
業
に
関
し
、
ۓ
ٸ
性
・
必
要
性

に
つ
い
て
の
ٞ

が
ま
だ
ෆ
े
分
だ

と
考
え
、
今
ճ
の
予
算
で
௨
す
必
要

性
を
ײ
じ
て
い
な
い
。
ܪ
࡚
の
給
৯

ࢪ
設
に
つ
い
て
も
、
࣭
ٙ
の
த
で
ۓ

ٸ
性
や
必
要
性
に
つ
い
て
ฉ
い
た
が
、

े
分
な
આ
໌
が
な
く
、
今
ճ
の
予
算

に
上
͛
る
必
要
は
な
い
と
考
え
、


対
す
る
。

　
　
　
　
　

Ұ
ൠ
会
計
予
算
は
、
খ

த
学
校
給
৯
セ
ン
タ
ー
や
、
อ
育
ॴ

や
児
ಐ
ク
ラ
ブ
な
ど
の

උ
な
ど
、

҆
৺
で
き
る
ࢠ
育
て

ڥ
の
ॆ
実
を

進
め
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
࣋
続

Մ

で
แ
ઁ
的
な

市
ͮ
く
り
を
目

ࢦ
し
て
取
り

Ή
と
と
も
に
、
ެ
ڞ

ࢪ
設
の

ٺ
化
対
ࡦ
や
ό
リ
ア
フ

リ
ー
化
、
再
ੜ
Մ

Τ
ω
ル
Ϊ
ー
ར

用
を
ଅ
進
す
る
も
の
で
、
市
ຽ
の
ଟ

様
な

せ
ͮ
く
り
を
ς
ー
マ
に
ฤ
成

さ
れ
て
い
る
。
市
の
ま
ͪ
ͮ
く
り
を

進
め
る
上
で
ॏ
要
で
あ
り
、
市
ຽ
ੜ

׆
を
支
え
る
た
め
の
も
の
な
の
で
ࢍ

成
す
る
。

反
対
討
論

反
対
討
論

賛
成
討
論

市
ຽ
ܦ
ࡁ

Պ
会

ҙ
ݟ

ҙ
ݟ

　
　
　
　
　

学
校
ࢪ
設
の
ݐ
設
や
市

ຽ
ੜ
׆
に
必
要
な
こ
と
を
す
る
の
は

当
વ
な
こ
と
で
あ
る
。
ݶ
ら
れ
た
੫

金
を
࠷
େ
ݶ
、
ೲ
੫
ऀ
に
還
ݩ
す
る

こ
と
が
予
算
の
ج
本
的
な
ப
に
な
る

と
ࢥ
っ
て
い
る
。
や
ら
な
͚
れ

な

ら
な
い
こ
と
を
や
る
の
は
当
વ
だ
と

ࢥ
う
が
、
そ
れ
に
Ճ
え
て
、
ٞ
会
の

ν
ỻ
ッ
ク
機

と
し
て
必
要
の
な
い

予
算
が
入
っ
て
い
た
た
め

対
す
る
。

　
　
　
　
　

Φ
ン
σ
マ
ン
υ
ܕ
Ҡ
動

期

前

ථ
事
業
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

対
ࡦ
が
࿅
ら
れ
、
今
ճ
の
委
員
会
や

ٞ
会
で
の
ٞ

を
踏
ま
え
て
、
શ
市

的
に
対

を

͛
、
ॊ
ೈ
に
対
応
し

て
い
く
点
に
期

す
る
。
ま
た
、
બ

ڍ
管
理
委
員
会
事

ہ
に
関
し
て
、

ਓ
員
を
ڧ
化
す
る
と
い
う
֬
か
な


弁
は
な
か
っ
た
が
、
市

ॴ
શ
体
と

し
て
取
り

Μ
で
い
く
と
い
う
市


の

弁
に
期

し
て
ࢍ
成
す
る
。

࣭
ٙ


弁

賛
成
討
論


ࢱ
อ
݈
ҕ
員
会


市
ݐ
ઃ
ҕ
員
会

市
ຽ
ܦ
ࡁ
ҕ
員
会

࣭
ٙ

ҙ
ݟ


弁


弁

༧
ࢉ
決
ࢉ
ҕ
員
会

࣭
ٙ


弁

࣭
ٙ

オンσマンυ型Ҡಈථॴのं内෩ܠ

ߦ
ෛ
୲
ۚ
の
ݮ
ֹ
ཧ
༝
に
つ
い
て
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ຽ
ؒ
事
業
ॴ
の
給
༩
実

ଶ
ௐ
査
か
ら
、
市
の
ฏ
ۉ
給
༩
は
、
શ
ࠃ
ฏ
ۉ
に
満

た
な
い
ֹ
で
あ
っ
た
。
今
ൠ
の

Ձ
ߴ
で
市
ຽ
ੜ
׆

は
ṧ
ഭ
す
る
த
、
年
ֹ
̎
̌
̌
ສ
ԁ
以
上
の
報
ु
引

き
上
͛
は
市
ຽ
ײ
֮
か
ら
か
͚

れ
て
い
る
。
ฏ
成

22
年
12
月
31

現
ࡏ
の
શ
ࠃ
の
市
ٞ
会
ٞ
員
報
ु
の

ฏ
ۉ
ֹ
と
ൺ

、
現
ࡏ
の
金
ֹ
は
΄
΅
ฏ
ۉ
値
か
そ

れ
以
上
で
あ
る
。
ن

の
େ
খ
が
あ
り
Ұ
֓
に
ൺ
ֱ

で
き
な
い
が
、
つ
く

市
の
報
ु
ֹ
が
ա
গ
と
は

ݴ
え
な
い
。
成
り
手
ෆ
足
ղ
ফ
の
た
め
行
方
市
で

３
ສ
̕
ઍ
ԁ
、
結

市
お
よ
ͼ
౦
ւ
ଜ
で
̎
ສ
ԁ
引

き
上
͛
た
Ұ
方
で
、
つ
く

市
は
成
り
手
ෆ
足
に
は

֘
当
せ
ͣ
、
今
ճ
の
引
き
上
͛
෯
は
ҟ
ྫ
と
ݴ
え
、

市
ຽ
理
ղ
を
ಘ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

༗
識
ऀ
、
市
ຽ
委
員
か

ら
な
る
৹
ٞ
会
で
ଟ
く
の
ࢿ
ྉ
を
ج
に
٬
؍
的
な
立

場
で
の
ٞ

を
ܦ
た

ਃ
内
容
は
ඇ
ৗ
に
ॏ
要
な
も

の
で
あ
る
。
市
ຽ
の
行
政

の
要

が
ଟ
様
化
・
ෳ

ࡶ
化
し
、
ٞ
員
の

ׂ
と

任
が
増
し
、
ٞ
員
׆
動

に
専
೦
で
き
る
ֹ
と
す

き
だ
が
現
ࡏ
の
ֹ
で
は
ա

খ
な
ど
の
ҙ
見
、
予
算
の
ࡀ
出
૯
ֹ
に
対
す
る
ٞ
会

費
の
ׂ
合
が
ඇ
ৗ
に

い
と
の
ݴ
ٴ
が
な
さ
れ
、
ݫ

正
か
つ
৻
ॏ
に
৹
ٞ
を
ॏ
Ͷ
た
結
果
を
ද
し
て
い

る
。
市
の
ࡀ
出
૯
ֹ
に
対
す
る
ٞ
会
費
の
ׂ
合
は
、

ଞ
自
治
体
と
ൺ

ฏ
ۉ
以
Լ
で
ಥ
出
し
た
ׂ
合
で
は

な
い
。
さ
ら
に
、
こ
の
金
ֹ
に
な
っ
た
要
Ҽ
は

期

ؒ
見

さ
れ
な
か
っ
た
た
め
と
ॏ
Ͷ
て
ࢦ
ఠ
さ
れ

た
。
શ
ࠃ
で
も
ྨ
を
見
な
い
΄
ど
ঢ়
گ
が
େ
き
く
ม

化
す
る
த
、

事
の
ॏ
さ
と
報
ु
ֹ
が
ෆ
ۉ
ߧ
な
ঢ়

ଶ
で
あ
る
。
県
内
の
ਓ
ޱ
上
Ґ
３
自
治
体
と
の
ۉ
ߧ

を
考
ྀ
し
た
年
ؒ
支
給
ֹ

の
増
ֹ
と
、
で
き
る
ݶ

り

や
か
な
改
定
が
適
当
と
の
৹
ٞ
会
の
結

は
ଥ

当
と
考
え
る
。
ෟ
ଳ
ҙ
見
の
内
容
も
े
分
に
理
ղ
で

き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
ٞ
Ҋ
は
、
つ
く


市
特
別
職
報
ु

৹
ٞ
会
で

ਃ
さ
れ
た
内
容
を


ө
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
৹
ٞ
会
は
、
学
識

ܦ
ݧ
ऀ
や
市
ຽ
委
員
で
ߏ
成
さ
れ
、
ٞ
員
報
ु
に

つ
い
て
、
ଞ
市
報
ु
ֹ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ൺ
ֱ
要

ૉ
を
ج
に
৻
ॏ
に
৹
ٞ
を
ॏ
Ͷ
、
ଥ
当
性
を
検
ূ

し
結

を
出
し
て
い
る
。
ま
た
、
ٞ
員
と
し
て
も
、


ࠒ
の
ٞ
会
׆
動
お
よ
ͼ
こ
れ
ま
で
の
ٞ
会
改
ֵ

が
ධ
Ձ
さ
れ
た
も
の
と
ड
͚
ࢭ
め
、

ਃ
を
ଚ
ॏ

す

き
と
考
え
、
当
ٞ
Ҋ
に
対
す
る
म
正
Ҋ
に
つ

い
て

対
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

৹
ٞ
会
の
ٞ
事

を

ಡ
み
、
ਅ
伨
な
৹
ٞ
に
ج
ͮ
く

ਃ
だ
と
ॏ
く
ड

͚
ࢭ
め
て
い
る
。
市
で
30
年
ؒ
ٞ
員
報
ु
が
見


さ
れ
ͣ
、
そ
の
た
め
の
ෆ
ۉ
ߧ
を
ੋ
正
す
る
こ
と

に
関
し

対
す
る
も
の
で
は
な
い
。
ٞ
員
の
׆
動

は
、
課
せ
ら
れ
た

任
が
時
ؒ
を
۠
切
っ
て
計
れ

な
い
こ
と
な
ど
か
ら
Ұ
ൠ
的
な
࿑
ಇ
と
は
ൺ
ֱ
で

き
な
い
が
、
ޏ
用
࿑
ಇ
ऀ
શ
体
の

̐
ׂ
を

め

る
ඇ
正
ن
࿑
ಇ
ऀ
を
は
じ
め
と
す
る
市
ຽ
の
実
࣭


金
は
、
ࡢ
今
の

Ձ
ߴ
ಅ
に
よ
り

い
ঢ়
گ
が

続
く
ঢ়
گ
を
ؑ
み
、
本
Ҋ
の
報
ु
上
͛
෯
で
は
市

ຽ
の
理
ղ
を
ಘ
る
こ
と
が

し
く
、
म
正
Ҋ
が
ଥ

当
で
あ
る
。
ٞ
員
報
ु
に
関
す
る
৹
ٞ
会
を
定
期

的
に
։
࠵
す

き
と
の
৹
ٞ
会
で
の
ٞ

も
踏
ま

え
、
今
後
、
ࣾ
会
情

を
見
な
が
ら
定
期
的
に
見


し
を
ਤ
る

き
と
考
え
る
。
ま
た
、
適
用
時
期

も
市
ຽ
か
ら
の
̐
年
ؒ
の
ධ
Ձ
が
出
た
後
の
実
ࢪ

と
し
、
࣍
期
ٞ
員
任
期
か
ら
が
ଥ
当
で
あ
る
。

修
正
案
へ
の
反
対
討
論

【
議
案
第
140
号
】
つ
く
ば
市
議
会
の
議
員
の
議
員

報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　��
原
案
可
決

議
案
等
審
議

ٞҊ൪号

ͭࣗ͘ຽౘɾੜΫϥϒ ࣗຽౘਗ਼Ϋϥϒ ͭ͘ɾ
ຽωοτϫʔΫࢢ

ެ໌ౘ
ͭ͘

日ຊ࢈ڞౘ
ͭ͘ஂٞࢢ ͭ  ਗ਼ ࢁ ࣾ

খ
ଜ


จ

ߴ


จ
உ


௩

ढ़


ࠇ
ా

݈
༞

ਆ
୩

େ
ଂ

খ
ٱ
อ

و
࢙

ޒ
಄

ହ


ٞ


ٱ
อ
୩




ٶ
ຊ

ୡ


木
ଜ

म
ण

௩
ຊ

༸
ೋ

൧
Ԭ


೭

ླ
木


࢜
༤


ଜ


ࢠ

͋
͞
の

͑
͘
͜

খ

୩

͞

͔

օ



ࢬ


த

উ
ඒ

খ


ହ


ࢁ
த

ਅ
ٷ

ڮ
ຊ

Ղ
ࢠ


ٱ
อ

օ
࣮

த
ଜ

ॏ
༤

木
ଜ

ਗ਼
ོ

Ԙ
ా

ঘ

ۚ
ࢠ

和
༤

ٞҊ第 1�0 号 ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʵ ˓ ʷ ˓ ʷ ʷ ʷ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʷ ʷ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓

ٞҊ第 1�2 号 ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʵ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʷ ʷ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓

ٞҊ第 140 号 ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʵ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʷ ʷ ˓ ˓ ˓ ୀ ˓

ٞҊ第 140 号（मਖ਼Ҋ） ʷ ʷ ʷ ʷ ʷ ʷ ʵ ʷ ʷ ʷ ʷ ʷ ʷ ˓ ˓ ˓ ˓ ʷ ʷ ʷ ʷ ʷ ʷ ʷ ୀ ʷ

̑ئ第６号 ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʵ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ʷ ʷ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓

ҙݟॻҊ第８号 ʷ ʷ ʷ ʷ ʷ ʷ ʵ ʷ ʷ ʷ ʷ ʷ ʷ ˓ ˓ ˓ ˓ ʷ ʷ ˓ ˓ ʷ ʷ ʷ ʷ ˓

　 ˞「˓」ࢍ成、「ʷ」対、「ୀ」ୀ੮、「ܽ」ܽ੮ɻ議長Մ൱ಉ数の場߹·ͨ特別ଟ数議決の場߹Ҏ֎ද決にՃΘΒͳいɻ
　 ˞   会໊（議੮൪号ॱ）　つʹつくばνΣンδνϟϨンδ　ʹ৽会　ਗ਼ʹਗ਼ڷ会　ࢁʹࢁ中ീ策の会　ࣾʹ৽ࣾ会ౘつくば
　 ˞   議員͔Βのਃしग़に基ͮきࡌܝɻ
　 ˞   議決にܽ੮しͨ議員
　　  ݄̎ 13 ɿ高  จஉ  議員

令和６年̏月定ྫձٞһࢍ൱Ұཡ（ٞҊͳͲにରͯ͠ࢍ൱の͔ΕͨのΛɺٞһ͔Βのਃ͠ग़にࡌܝ͖ͮج）

原
案
へ
の
反
対
討
論

修
正
案
へ
の
賛
成
討
論

【議案第 140 号】म正案とݪ案のൺֱ
मਖ਼Ҋ Ҋݪ

議長の報酬݄額 648000 ԁ 698000 ԁ
෭議長の報酬݄額 568000 ԁ 626000 ԁ

議員の報酬݄額 529000 ԁ 584000 ԁ
施行࣌期 令和６年 11 ݄ 30  令和６年４݄̍

ఏग़者

օ　ࢬ　議員
ଜ　直ࢠ　議員
あ͞のえくこ議員
小୩͔͞議員

市長

Ռܾ݁࠾ ൱ܾ Մܾ

原
案
へ
の
賛
成
討
論

各
ٞ
Ҋ
の
ৄ
ࡉ
と
ٞ
ܾ
結

果
に
つ
い
て
は
こ
ͪ
ら
を

ޚ
ࢀ
র
く
だ
さ
い
。

議案第 140号
原案の詳細
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ใɹࠂɹҊɹ݅

【報告第 35 号】　専決処分事項の報告について
【報告第 36 号】　専決処分事項の報告について
【報告第 37 号】　専決処分事項の報告について

Ҋɹ݅ɹ໊ ܾٞ݁Ռ

【議案第 166 号】　つくば市税条例の一部を改正する条例について ҊՄܾݪ
【議案第 167 号】　財産の取得について ҊՄܾݪ
【議案第 168 号】　財産の取得について ҊՄܾݪ
【議案第 169 号】　財産の取得について ҊՄܾݪ
【議案第 170 号】　財産の取得について ҊՄܾݪ
【議案第 171 号】　つくば市オンブズマンの任命について ಉɹҙ
【議案第 172 号】　つくば市オンブズマンの任命について ಉɹҙ
【議案第 173 号】　つくば市固定資産評価審査委員会委員の選任について ಉɹҙ
【議案第 174 号】　つくば市固定資産評価審査委員会委員の選任について ಉɹҙ
【議案第 175 号】　つくば市農業委員会委員の任命について ಉɹҙ
【議案第 176 号】　つくば市農業委員会委員の任命について ಉɹҙ
【議案第 177 号】　つくば市農業委員会委員の任命について ಉɹҙ
【議案第 178 号】　つくば市農業委員会委員の任命について ಉɹҙ
【議案第 179 号】　つくば市農業委員会委員の任命について ಉɹҙ
【議案第 180 号】　つくば市農業委員会委員の任命について ಉɹҙ
【議案第 181 号】　つくば市農業委員会委員の任命について ಉɹҙ
【議案第 182 号】　つくば市農業委員会委員の任命について ಉɹҙ
【議案第 183 号】　つくば市農業委員会委員の任命について ಉɹҙ
【議案第 184 号】　つくば市農業委員会委員の任命について ಉɹҙ
【議案第 185 号】　つくば市農業委員会委員の任命について ಉɹҙ
【議案第 186 号】　つくば市農業委員会委員の任命について ಉɹҙ
【議案第 187 号】　つくば市農業委員会委員の任命について ಉɹҙ
【議案第 188 号】　つくば市農業委員会委員の任命について ಉɹҙ
【議案第 189 号】　つくば市農業委員会委員の任命について ಉɹҙ
【議案第 190 号】　つくば市農業委員会委員の任命について ಉɹҙ
【議案第 191 号】　つくば市農業委員会委員の任命について ಉɹҙ
【議案第 192 号】　つくば市農業委員会委員の任命について ಉɹҙ
【議案第 193 号】　つくば市農業委員会委員の任命について ಉɹҙ
【議案第 194 号】　つくば市農業委員会委員の任命について ಉɹҙ
【議案第 195 号】　つくば市農業委員会委員の任命について ಉɹҙ
【議案第 196 号】　つくば市農業委員会委員の任命について ಉɹҙ
【議案第 197 号】　つくば市農業委員会委員の任命について ಉɹҙ
【議案第 198 号】　つくば市農業委員会委員の任命について ಉɹҙ
【議案第 199 号】　作岡財産区管理委員の選任について ಉɹҙ
【諮問第５号】　人権擁護委員候補者の推薦について దɹ
【諮問第６号】　人権擁護委員候補者の推薦について దɹ
【諮問第７号】　人権擁護委員候補者の推薦について దɹ
【諮問第８号】　人権擁護委員候補者の推薦について దɹ
【諮問第９号】　人権擁護委員候補者の推薦について దɹ

ɹɹɹئɹ ܾٞ݁Ռ

【請願５第５号】　「最低賃金の大幅引き上げと中小企業支援策の拡充を
　　　　　　　　求める意見書」採択の請願書 ɹ࠾

【請願５第６号】　茎崎学校給食センターの建て替えと地場産・有機食材の
　　　　　　　　拡充を求める請願書 झ࠾ࢫ

ҙɹݟɹॻɹ ܾٞ݁Ռ
【意見書案第６号】　最低賃金の大幅引き上げと中小企業支援策の拡充を

　　　　　　　　　求める意見書 ҊՄܾݪ

【意見書案第７号】　介護保険制度における訪問介護の基本報酬減額を早急
　　　　　　　　　に見直すことを国に求める意見書 ҊՄܾݪ

【意見書案第８号】　沖縄の基地負担軽減に向け、地方自治を尊重し、民主
　　　　　　　　　主義の根幹である対話による課題解決を国に求める
　　　　　　　　　意見書

൱ɹܾ

令和６年̏月定ྫձٞҊܾٞ݁ՌҰཡ

Ҋɹ݅ɹ໊ ܾٞ݁Ռ

【議案第 124 号】　令和５年度つくば市一般会計補正予算（第７号） ҊՄܾݪ
【議案第 125 号】　令和５年度つくば市一般会計補正予算（第８号） ҊՄܾݪ
【議案第 126 号】　令和５年度つくば市国民健康保険特別会計補正予算

　　　　　　　　 （第３号） ҊՄܾݪ

【議案第 127 号】　令和５年度つくば市後期高齢者医療特別会計補正予算
　　　　　　　　 （第３号） ҊՄܾݪ

【議案第 128 号】　令和５年度つくば市水道事業会計補正予算（第４号） ҊՄܾݪ
【議案第 129 号】　令和５年度つくば市下水道事業会計補正予算（第３号） ҊՄܾݪ
【議案第 130 号】　令和６年度つくば市一般会計予算 ҊՄܾݪ
【議案第 131 号】　令和６年度つくば市国民健康保険特別会計予算 ҊՄܾݪ
【議案第 132 号】　令和６年度つくば市後期高齢者医療特別会計予算 ҊՄܾݪ
【議案第 133 号】　令和６年度つくば市作岡財産区特別会計予算 ҊՄܾݪ
【議案第 134 号】　令和６年度つくば市等公平委員会特別会計予算 ҊՄܾݪ
【議案第 135 号】　令和６年度つくば市介護保険事業特別会計予算 ҊՄܾݪ
【議案第 136 号】　令和６年度つくば市水道事業会計予算 ҊՄܾݪ
【議案第 137 号】　令和６年度つくば市下水道事業会計予算 ҊՄܾݪ
【議案第 138 号】　つくば市監査委員条例の一部を改正する条例について ҊՄܾݪ
【議案第 139 号】　つくば市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する

　　　　　　　　 条例について ҊՄܾݪ

【議案第 140 号】　つくば市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する
　　　　　　　　 条例の一部を改正する条例について ҊՄܾݪ

【議案第 141 号】　つくば市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例に
　　　　　　　　 ついて ҊՄܾݪ

【議案第 142 号】　つくば市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する
　　　　　　　　 条例の一部を改正する条例について ҊՄܾݪ

【議案第 143 号】　つくば市戸籍法及び住民基本台帳法関係手数料条例の一部
　　　　　　　　 を改正する条例について ҊՄܾݪ

【議案第 144 号】　つくば市危険物規制事務手数料条例の一部を改正する条例
　　　　　　　　 について ҊՄܾݪ

【議案第 145 号】　つくば市長等の損害賠償責任の一部免責に関する条例の
　　　　　　　　 一部を改正する条例について ҊՄܾݪ

【議案第 146 号】　つくば市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の
　　　　　　　　 運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例
　　　　　　　　 について

ҊՄܾݪ

【議案第 147 号】　つくば市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する
　　　　　　　　 基準を定める条例の一部を改正する条例について ҊՄܾݪ

【議案第 148 号】　つくば市指定地域密着型サービスの指定基準に関する条例
　　　　　　　　 の一部を改正する条例について ҊՄܾݪ

【議案第 149 号】　つくば市指定地域密着型介護予防サービスの指定基準等に
　　　　　　　　 関する条例の一部を改正する条例について ҊՄܾݪ

【議案第 150 号】　つくば市指定居宅介護支援事業等に関する基準等を定める
　　　　　　　　 条例の一部を改正する条例について ҊՄܾݪ

【議案第 151 号】　つくば市指定介護予防支援事業者の指定基準等に関する
　　　　　　　　 条例の一部を改正する条例について ҊՄܾݪ

【議案第 152 号】　つくば市介護保険条例の一部を改正する条例について ҊՄܾݪ
【議案第 153 号】　つくば市の地区計画の区域内における建築物の制限に

　　　　　　　　関する条例の一部を改正する条例について ҊՄܾݪ

【議案第 154 号】　つくば市建築基準条例の一部を改正する条例について ҊՄܾݪ
【議案第 155 号】　つくば市水道事業及び下水道事業設置等条例の一部を

　　　　　　　　改正する条例について ҊՄܾݪ

【議案第 156 号】　つくば市水道給水条例の一部を改正する条例について ҊՄܾݪ
【議案第 157 号】　つくば市下水道条例の一部を改正する条例について ҊՄܾݪ
【議案第 158 号】　市道路線の認定について ҊՄܾݪ
【議案第 159 号】　市道路線の変更について ҊՄܾݪ
【議案第 160 号】　財産の取得について ҊՄܾݪ
【議案第 161 号】　和解について ҊՄܾݪ
【議案第 162 号】　つくば市医療福祉費支給条例の一部を改正する条例

　　　　　　　　について ҊՄܾݪ

【議案第 163 号】　サイクルパークつくば条例の一部を改正する条例について ҊՄܾݪ
【議案第 164 号】　財産の取得について ҊՄܾݪ
【議案第 165 号】　つくば市行政組織条例の一部を改正する条例について ҊՄܾݪ
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次回「第 182 号」は令和６年（2024 年）８月１日（木）に発行の予定です。

01

or 03

02

令和６年２月に実施したつくば市議会だよりについ
てのアンケートにご回答をお寄せいただき、誠にあり
がとうございました。
前号で試行的に一般質問のページを横書きにしたこ

とについて読みやすいというご意見が多かったので、
今後も質問ページは横書きとする方針に決まりました。
その他、お寄せいただいた貴重なご意見を踏まえ、
つくば市議会だよりの改善に向けて引き続き取り組ん
でまいります。

市議会だよりの改善アイデアを気軽にお寄せいただ
けるよう、常設のオンラインフォームを新設しました。
右のQRコードをスマートフォンまたは
タブレットで読み取り、フォームに入力
の上、送信してください。

※つくば市議会HPからも
フォームにアクセス可能です。

࠷場ॶは、市ༀॶຌுࣹ̔に͍Ζຌճ議場やҗ員ճ࣪等です。 

一般質問とは、議員が市⻑や教育⻑などの執行部に対して、市政の課題や将来への展望 
等に関し、市の考えについて質問したり、政策提案などを行う場です。 




